
提

出

者

川

内

博

史

平
成
十
六
年
十
一
月
十
二
日
提
出

質

問

第

三

八

号

著
作
権
法
第
三
十
八
条
第
一
項
及
び
第
四
項
の
解
釈
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

38



著
作
権
法
第
三
十
八
条
第
一
項
及
び
第
四
項
の
解
釈
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

本
年
九
月
二
十
八
日
に
最
高
裁
判
所
・
第
三
小
法
廷
の
上
告
棄
却
決
定
に
よ
り
確
定
し
た
名
古
屋
高
等
裁
判
所
第
四
民
事

部
・
平
成
十
五
年
（
ネ
）
第
二
三
三
号
著
作
権
侵
害
差
止
等
請
求
控
訴
事
件
判
決
の
原
審
た
る
名
古
屋
地
方
裁
判
所
第
九
民
事

部
・
平
成
十
四
年
（
ワ
）
第
二
一
四
八
号
著
作
権
侵
害
差
止
等
請
求
事
件
（
以
下
、
確
定
し
た
名
古
屋
高
等
裁
判
所
判
決
を
含

め
「
本
件
判
決
」
と
い
う
。
）
判
決
に
お
い
て
は
、
著
作
権
法
（
昭
和
四
十
五
年
五
月
六
日
法
律
第
四
十
八
号
。
以
下
「
法
」

と
い
う
。
）
第
三
十
八
条
に
お
け
る
「
料
金
」
は
「
施
設
の
維
持
・
運
営
」
に
充
て
ら
れ
る
費
用
な
ど
い
か
な
る
名
目
で
あ
っ

て
も
外
形
的
に
金
銭
の
授
受
を
行
っ
た
事
実
が
存
在
し
さ
え
す
れ
ば
当
然
に
第
三
十
八
条
は
適
用
さ
れ
な
い
と
解
さ
れ
る
、
と

い
う
司
法
判
断
が
示
さ
れ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
一
方
、
本
年
五
月
二
十
五
日
の
政
府
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
五
九
第
九
六

号
。
以
下
「
先
の
答
弁
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
は
第
三
十
八
条
第
四
項
に
つ
き
『
図
書
館
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
十

八
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
私
立
図
書
館
又
は
図
書
館
法
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
図
書
館
と
同
種
の
施
設

が
、
こ
れ
ら
の
施
設
の
利
用
者
か
ら
、
図
書
館
法
第
二
十
八
条
に
規
定
す
る
入
館
料
そ
の
他
図
書
館
資
料
の
利
用
に
対
す
る
対

価
を
徴
収
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
対
価
が
、
書
籍
又
は
雑
誌
の
貸
与
に
対
す
る
対
価
と
い
う
性
格
を
有
す
る
も
の
で

は
な
く
、
こ
れ
ら
の
施
設
の
一
般
的
な
運
営
費
や
維
持
費
に
充
て
る
た
め
の
利
用
料
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
法
第

一



三
十
八
条
第
四
項
に
規
定
す
る
「
料
金
」
に
該
当
し
な
い
も
の
と
解
さ
れ
る
。
』
、
或
い
は
『
私
立
の
学
校
法
人
が
、
そ
の
設

置
す
る
学
校
に
在
籍
す
る
生
徒
等
か
ら
徴
収
す
る
授
業
料
は
、
当
該
学
校
の
管
理
運
営
等
の
支
出
全
般
に
充
て
ら
れ
る
も
の
と

し
て
徴
収
さ
れ
る
こ
と
が
通
例
で
あ
り
、
そ
の
一
部
が
当
該
学
校
の
附
属
図
書
館
の
運
営
費
に
充
て
ら
れ
る
と
し
て
も
、
そ
の

こ
と
を
も
っ
て
直
ち
に
当
該
授
業
料
が
書
籍
等
の
貸
与
に
対
す
る
対
価
と
い
う
性
格
を
有
す
る
も
の
で
は
な
く
、
法
第
三
十
八

条
第
四
項
に
規
定
す
る
「
料
金
」
に
該
当
し
な
い
も
の
と
解
さ
れ
る
。
法
第
三
十
八
条
第
四
項
に
規
定
す
る
「
営
利
」
と
は
、

業
と
し
て
そ
の
貸
与
行
為
自
体
か
ら
直
接
的
に
利
益
を
得
る
場
合
又
は
そ
の
貸
与
行
為
が
間
接
的
に
何
ら
か
の
形
で
貸
与
を
行

う
者
の
利
益
に
具
体
的
に
寄
与
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
場
合
を
い
う
も
の
と
解
さ
れ
る
。
』
、
な
い
し
は
『
法
第
三
十
八
条

第
四
項
に
規
定
す
る
「
営
利
」
と
は
、
業
と
し
て
そ
の
貸
与
行
為
自
体
か
ら
直
接
的
に
利
益
を
得
る
場
合
又
は
そ
の
貸
与
行
為

が
間
接
的
に
何
ら
か
の
形
で
貸
与
を
行
う
者
の
利
益
に
具
体
的
に
寄
与
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
場
合
を
い
う
も
の
と
解
さ

れ
、
お
尋
ね
の
鉄
道
会
社
が
、
駅
に
文
庫
を
設
置
し
て
、
乗
客
に
書
籍
又
は
雑
誌
の
貸
与
を
行
う
行
為
は
、
一
般
的
に
は
、
自

己
の
利
益
を
図
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
、
法
第
三
十
八
条
第
四
項
に
規
定
す
る
「
営
利
」
を
目
的
と
す
る
も
の
に
該
当

し
な
い
も
の
と
解
さ
れ
る
。
』
と
、
明
ら
か
に
本
件
判
決
と
異
な
る
解
釈
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
を
中
心
に
、
政
府
の
見

解
を
問
う
。

二



一

本
件
判
決
は
法
第
三
十
八
条
第
一
項
の
解
釈
に
つ
い
て
争
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
第
一
項
に
お
け
る
「
料
金
」
は
「
施

設
の
維
持
・
運
営
」
に
充
て
ら
れ
る
費
用
な
ど
い
か
な
る
名
目
で
あ
っ
て
も
外
形
的
に
金
銭
の
授
受
が
存
在
す
れ
ば
そ
れ
は

全
て
条
文
の
「
料
金
」
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
適
用
除
外
の
要
件
を
満
た
さ
ず
、
従
っ
て
第
四
項
に
お
け
る
「
料

金
」
に
は
「
施
設
の
維
持
・
運
営
」
に
充
て
ら
れ
る
費
用
、
例
え
ば
図
書
館
法
第
二
十
八
条
に
基
づ
き
私
立
図
書
館
が
利
用

者
か
ら
徴
収
す
る
「
対
価
」
や
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
法
律
第
二
十
六
号
）
第
六
条
に
基
づ
き
徴
収

さ
れ
る
「
授
業
料
」
、
も
し
く
は
私
立
学
校
法
（
昭
和
二
十
四
年
十
二
月
十
五
日
法
律
第
二
百
七
十
号
）
第
二
十
六
条
に
基

づ
き
実
施
す
る
収
益
事
業
に
係
る
収
益
も
第
四
項
に
お
け
る
「
料
金
」
に
該
当
す
る
と
解
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
点

に
つ
き
、
図
書
館
法
第
二
十
八
条
の
「
対
価
」
は
法
第
三
十
八
条
第
四
項
の
「
料
金
」
に
は
該
当
し
な
い
、
と
す
る
先
の
答

弁
の
根
拠
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
第
一
項
と
第
四
項
に
お
け
る
「
料
金
」
の
定
義
は

「
第
一
項
に
（
い
ず
れ
の
名
義
を
も
つ
て
す
る
か
を
問
わ
ず
、
著
作
物
の
提
供
又
は
提
示
に
つ
き
受
け
る
対
価
を
い
う
。
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
と
あ
る
但
し
書
き
如
何
に
関
わ
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
」
と
い
う
解
釈
は
本
件
判
決
に
関

わ
ら
ず
成
立
し
得
る
と
政
府
は
認
識
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
そ
の
理
由
は
何
か
。

二

第
一
項
と
第
四
項
に
お
け
る
「
料
金
」
の
定
義
は
異
な
ら
な
い
と
解
さ
れ
る
場
合
、
私
立
の
学
校
法
人
が
本
件
判
決
に
お

三



け
る
「
受
講
勧
誘
文
言
を
記
載
し
た
入
会
案
内
書
」
は
入
学
願
書
他
の
「
付
属
図
書
館
の
蔵
書
数
の
充
実
ぶ
り
」
を
記
載
す

る
文
言
が
認
め
ら
れ
る
文
書
に
相
当
し
、
或
い
は
「
社
交
ダ
ン
ス
の
教
授
に
際
し
て
音
楽
著
作
物
を
演
奏
す
る
こ
と
は
必
要

不
可
欠
で
あ
り
、
音
楽
著
作
物
の
演
奏
を
伴
わ
な
い
ダ
ン
ス
指
導
し
か
行
わ
な
い
社
交
ダ
ン
ス
教
授
所
が
受
講
生
を
獲
得
す

る
こ
と
は
お
よ
そ
困
難
で
あ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
社
交
ダ
ン
ス
教
授
所
が
施
設
を
維
持
運
営
で
き
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
か
ら
、
結
局
、
本
件
各
施
設
に
お
け
る
音
楽
著
作
物
の
利
用
が
営
利
を
目
的
と
し
な
い
も
の
で
あ
る
と
か
、
上
記
受
講
料

が
そ
の
対
価
と
し
て
の
料
金
に
は
当
た
ら
な
い
と
の
被
告
ら
の
主
張
は
採
用
で
き
な
い
。
」
の
「
社
交
ダ
ン
ス
の
教
授
」
を

「
学
校
教
育
の
授
業
」
に
、
「
社
交
ダ
ン
ス
教
授
所
」
を
「
学
校
施
設
」
に
、
「
受
講
生
」
を
「
学
生
」
に
、
「
音
楽
著
作

物
の
利
用
」
を
「
書
籍
又
は
雑
誌
の
利
用
」
に
置
き
換
え
る
と
、
第
一
項
と
第
四
項
の
「
料
金
」
に
つ
い
て
異
な
る
解
釈
を

行
う
こ
と
を
許
容
す
る
法
文
上
の
根
拠
が
存
在
し
な
い
現
状
で
は
平
成
十
七
年
一
月
一
日
施
行
の
著
作
権
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
六
月
九
日
法
律
第
九
十
二
号
。
以
下
「
一
部
改
正
法
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
附
則
第
四
条
の
二
が

廃
止
さ
れ
て
以
降
、
私
立
の
学
校
法
人
が
学
生
に
付
属
図
書
館
の
図
書
を
貸
し
出
す
行
為
は
「
教
育
行
為
と
し
て
必
要
不
可

欠
で
あ
っ
て
も
、
法
第
二
十
六
条
の
三
に
規
定
さ
れ
る
貸
与
権
を
侵
害
す
る
」
と
解
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

三

一
部
改
正
法
起
草
の
段
階
に
お
い
て
、
二
に
お
い
て
指
摘
し
た
よ
う
な
状
況
は
想
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
に
も
関
わ
ら

四



ず
、
本
件
判
決
が
最
高
裁
判
所
に
お
い
て
原
審
の
ま
ま
確
定
し
た
こ
と
に
よ
り
こ
う
し
た
状
況
の
招
来
が
懸
念
さ
れ
得
る
事

態
と
な
っ
た
こ
と
に
対
し
、
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
平
成
十
七
年
一
月
一
日
の
一
部
改
正
法
施
行
よ

り
も
前
に
第
三
十
八
条
第
四
項
に
図
書
館
法
第
二
十
八
条
に
お
け
る
「
対
価
」
及
び
私
立
学
校
法
に
基
づ
く
学
校
法
人
も
し

く
は
構
造
改
革
特
別
区
域
法
（
平
成
十
四
年
十
二
月
十
八
日
法
律
第
百
八
十
九
号
）
第
十
二
条
に
定
め
る
学
校
設
置
会
社
が

設
置
す
る
学
校
が
、
学
校
教
育
法
第
六
条
に
基
づ
き
学
生
よ
り
徴
収
す
る
授
業
料
を
原
資
と
し
て
購
入
す
る
図
書
の
貸
し
出

し
に
関
し
て
は
明
ら
か
に
一
部
改
正
法
の
立
法
趣
旨
の
想
定
範
囲
外
で
あ
り
、
政
府
が
本
件
判
決
に
関
わ
ら
ず
先
の
答
弁
を

維
持
す
る
の
で
あ
れ
ば
一
部
改
正
法
の
施
行
前
に
当
該
行
為
が
貸
与
権
の
侵
害
に
当
た
る
と
解
さ
な
い
よ
う
、
緊
急
に
措
置

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

四

貸
与
権
に
つ
い
て
の
一
部
改
正
法
の
前
提
で
あ
っ
た
出
版
業
界
と
利
用
者
側
代
表
の
協
議
が
本
年
十
月
九
日
に
決
裂
し
た

と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
協
議
が
決
裂
に
至
る
ま
で
の
経
緯
と
決
裂
し
た
理
由
を
明
確
に
把
握
し
た
う
え
で
、
こ
の
事
態
に
対

し
て
文
化
庁
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
こ
の
事
態
を
受
け
て
平
成
十
七
年
一
月
一

日
の
一
部
改
正
法
施
行
に
際
し
て
予
想
さ
れ
る
混
乱
を
回
避
す
る
た
め
、
一
部
改
正
法
の
施
行
を
前
に
文
化
庁
に
お
い
て
何

ら
か
の
措
置
を
行
う
予
定
が
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
具
体
的
内
容
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

五



右
質
問
す
る
。

六


